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健康づくり推進会議

資料４

  このまちで生きる
みんなで守るひとつの命

ハートスクラムかしわざき
キャラクター「すくらむん」

令和７（２０２５）年8月7日

1



１．現計画について

２．現計画の評価

3．現状と課題

４．次期計画の方向性

2



●基本理念

「こころ」が疲れたら助けを求めよう！
みんなで「いのち」を支え合うまち

●H29年（2017年）3月
「柏崎市自殺対策行動計画」策定

H31年（2019年）3月
「柏崎市自殺対策行動計画改訂版」策定
令和元(2019)年度～令和7(2025)年度の計画

●自殺対策基本法で都道府県及び市町村は、計画を
定めるものとされています。
庁内の関係部局が幅広く参画し、行政全体で自殺対策を推進する体制を

整える。「生きる支援」に関連する事業・取組を計画に盛り込む。

現計画の概要1．現計画について
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柏崎市自殺対策行動計画改訂版（オープンハート・プラン）施策の体系
1．現計画について
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柏崎市自殺対策行動計画改訂版
（オープンハート・プラン）の評価について

基本施策２ 評価指標
H２９年度
（2017）

R５年度
（2023）

目標値
R７年度(2025)

自殺対策を支える
人材の育成

ゲートキーパー
養成研修受講者数

延べ
４，２００人

延べ
８，７４３人

延べ
８，８００人

R元年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

目標値
R7年

(2025)

自殺者数(人) ２０ １６ １１ １３ １１ 17人以下

自殺死亡率
(人口10万人対)

２４．３ １９．８ １３．７ １６．５ １４．２ 19.3以下

１ 全体目標値 （※住所地による統計）

２ 基本施策の目標値

厚生労働省「人口動態統計」より健康推進課が作成

R6(2024)年度 延べ9,198人となりました

２．評価について
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参 考

『人口動態統計』 『地域における自殺の基礎資料』

調査対象 日本人 日本人及び外国人（総人口）

計上地点 住所地に計上 住居地に計上

事務手続 死亡診断書による
警察庁が作成する自殺統計データを

厚生労働省が再集計したもの

公表データ
自殺者数の「男女別」「年代別」「市

町村別」、自殺死亡率の「市町村別」

が公表されている

「人口動態統計」で公表されていな

い「区分」「原因・動機別」等のデー

タが公表されている

自殺に関する統計には、主に『人口動態統計』と『地域におけ

る自殺の基礎資料』の２種類があります。

公表されているデータが異なるため、２種類の統計を用いて自

殺の現状を分析しています。

『人口動態統計』と『地域における自殺の基礎資料』の違いについて

２．評価について
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基本施策の評価

基本施策 主な取組 評価

地域におけるネット
ワークの強化

関係機関との連携とネッ
トワークの強化、多様な
施策との連携

庁内推進会議により各部署の事業を通して見
守り体制が強化された。今後も全庁的取組の推
進が必要。

自殺対策を支える
人材の育成

様々な分野でのゲート
キーパーの養成、支援者
への支援の拡充

地域住民や地域の支援者に研修を行い、ゲート
キーパーの役割を担う人材が育成された。支援
者は交代があるため、継続した取組が必要。

市民への啓発と周
知

うつ病や自殺に関する
知識の普及、早期相談
の普及

自殺対策強化月間や相談・講座等の機会に、相
談窓口の周知や、うつ病・自殺予防等の情報発
信を行った。相談や受診をためらわずに行われ
るための取組や工夫が必要。

生きることの促進要
因への支援

自殺リスクを抱える人・
自殺未遂者への支援の
充実

自殺企図やこころの不調等で関係機関からつ
ながった事例を適切な相談先につなげ、相互に
連携した支援ができた。複合的な課題を抱えて
いる事例が多い。再企図を防ぐ取組・体制づくり
の検討が必要。

子ども・若者の自殺
対策の推進

SOSの出し方に関する
支援の充実

小中学校へのSOSの出し方教育、高校・大学生
へのゲートキーパー研修を実施し、相談すること
の大切さを理解してもらうことにつながった。
SOSの出し方教育は平準的な実施検討が必要。

２．評価について
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重点施策の評価

重点施策 主な取組 評価

生活支援と自殺対
策の連動

生活困窮者支援制度と
自殺対策の連動
多重債務の解消と自殺
対策の連動

生活困窮や多重債務、消費生活相談等を通し
て、トラブルの未然防止や生活困窮回避に向け
た支援、関係課と連携した支援を行うことがで
きた。支援を希望しない場合や、複雑かつ複合
的な問題を抱えた事例について、支援連携の強
化や相談者の参画の工夫、援助技術の向上を
図る必要がある。

高齢者の自殺対策
の推進

地域包括支援と自殺対
策の連動
高齢者を支える家族等
への支援の強化

高齢者の支援者にゲートキーパー養成研修等
を行い、支援者の役割や連携体制に理解を深
めることができた。
コツコツ貯筋体操の会場で自殺予防に関する
啓発を行い、見守り意識を高めることができた。
外出や他者との交流を望まない高齢者等への
取組や支援について、検討する必要がある。

働き盛り世代の自
殺対策の推進

職場のメンタルヘルスに
関する普及啓発
健康経営とワーク・ライ
フ・バランスの推進

出前講座や市のイベント等で、心身の健康づく
り、うつ病予防、睡眠やストレス対処方法につい
て、働き盛り世代への普及啓発ができた。
妊娠期・子育て期に、産後うつに関する情報や
相談窓口の周知啓発ができた。
企業や事業所を通しての取組や、子育て世代へ
の普及啓発、アプローチが重要。

２．評価について
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R1 R2 R3 R4 R5 R6

柏崎市
自殺者数（人）

24 17 13 15 14 26

男性 14 12 11 10 9 17

女性 10 5 2 5 5 9

柏崎市自殺率 28.46 20.51 15.9 18.68 17.74 33.55

新潟県自殺率 19.56 19.32 20.56 19.51 19.78 20.96

全国自殺率 15.67 16.44 16.44 17.25 17.27 16.11

年次別自殺者数と自殺率
令和元(2019)年～令和６(202４)年

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」より柏崎市健康推進課作成

住居地での計上

３．現状と課題
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自殺死亡率の推移
（平成21（2009）年～令和6（2024）年）

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」より柏崎市健康推進課作成
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３．現状と課題
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柏崎市における自殺の特徴
令和元(2019)年～令和５(2023)年（５年計）

上位５区分 世代 自殺者数 背景（例）

１位
女性60歳以上無職
同居

高齢期 14 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

２位
男性60歳以上無職
同居

高齢期 13
失業（退職）→生活苦＋介護の悩み
（疲れ）＋身体疾患→自殺

３位
男性40～59歳
有職同居

働き盛り 8
配置転換→過労→職場の人間関係
の悩み＋仕事の失敗→うつ状態→自
殺

４位
男性20～39歳
有職同居

働き盛り 6
職場の人間関係／仕事の悩み(ブ
ラック企業)→パワハラ＋過労→うつ
状態→自殺

５位
男性60歳以上
無職独居

高齢期 5
失業（退職）＋死別・離別→うつ状態
→将来生活への悲観→自殺

いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル2024年更新版」より柏崎市健康推進課作成
11

３．現状と課題



柏崎市男女別・年代別自殺者合計人数
（令和2（2020）年～令和6（2024）年）

（人）

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」より柏崎市健康推進課作成

柏崎市の特徴として、働き盛り世代の男性と
高齢者の自殺者数が多い
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３．現状と課題
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柏崎市 自殺の原因・動機別状況（複数該当あり）
令和2(2020)年～令和6(2024)年

厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」より柏崎市健康推進課作成

全国的にも増加している

３．現状と課題
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国の自殺対策の指針４．次期計画の方向性
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自殺対策行動計画の策定について

①こども・若者

②勤務・経営

③生活困窮者

④無職者・失業者

⑤高齢者

⑥ハイリスク

⑦震災等被災地

⑧自殺手段

⑨女性

①地域におけるネットワ

ークの強化

②自殺対策を支える人材の

育成

③住民への啓発と周知

④自殺未遂者等への支援の

充実

⑤自死遺族等への支援の

充実

⑥児童生徒のSOSの出し方

に関する教育

全
国
的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
選
択

基本施策 重点施策

基本施策に加えて、地域の特性に対応する重点施策を選択して
計画を策定する

・・・国が設置するJSCP
から推奨される施策

４．次期計画の方向性
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現計画

【基本理念】

「こころ」が疲れたら助けを求めよう！

みんなで「いのち」を支え合うまち

次期計画

【基本理念】

気づこう「こころ」のSOS

みんなで「いのち」を支え合うまち

地域におけるネットワークの強化

自殺対策を支える人材の育成

市民への啓発と周知

生きることの促進要因への支援

子ども・若者の自殺対策の推進

高齢者の自殺対策の推進

生活支援と自殺対策の連動

働き盛り世代の自殺対策の推進

地域におけるネットワークの強化

自殺対策を支える人材の育成

市民への啓発と周知

自殺未遂者等への支援の充実

自死遺族等への支援の充実

子ども・若者の自殺対策の推進

基

本

施

策

生活支援と自殺対策の連動

高齢者の自殺対策の推進

働き盛り世代の自殺対策の推進

重

点

施

策

基

本

施

策

重

点

施

策

柏崎市第二次自殺対策行動計画（オープンハート・プラン）の体系
４．次期計画の方向性
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